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近年，家電・産業機器の高性能化，自動車の電動化等が進む中で，磁気センサはそれらの機能

を大きく支えており，需要も一段と高まっている[1]．自動車への搭載台数も増大し続けており，

高精度，小型，廉価な磁気センサが強く望まれている． 

これまで，車載用磁気センサとしては，ホール素子やトンネル磁気抵抗効果(TMR)素子をはじ

め，様々な磁気センサが用いられてきたが，従来センサでは，精度とコストにはトレードオフが

あり両立が難しかった．そこで検討しているのが，異常ホール効果(AHE)素子による磁気センサ

である．AHE素子は，最近の研究で高感度化・高精度化が期待できると報告されており[2, 3]，磁

性膜単膜でも効果が出現し素子作製も簡便なことから，精度とコストの両立を期待している． 

中でも，ホイスラー合金 Co2MnAlは，第一原理計算及び実験的にも大きな異常ホール出力が報

告されており[4, 5, 6]，センサ応用への期待が高まっている．そこで今回，車載応用の可能性を検

討するために，Co2MnAl異常ホール効果素子を作製し，センサ特性評価を行った． 

Co2MnAl薄膜は，超高真空マグネトロンスパッタにより成膜し，ホール素子形状にパターン形

成し特性評価を行った．図 1 に各測定温度での異常ホール出力の磁場依存性を示す．磁場に応じ

た非常に線形性の高い出力が得られており，測定温度による変動はほとんど見られない．図 2 に

センサ感度の温度依存性を示す．これを見ても，温度による感度変動は小さく，車載応用上重要

となる高い温度安定性など，良好なセンサ特性が得られていることが分かる．当日の講演では，

上記を含め，より詳細なセンサ特性を報告し，従来磁気センサ素子との比較を行う． 
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Fig.2 Temperature dependence of Sensitivity. Fig.1 Temperature dependence of Anomalous Hall output. 
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